
資
源
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
谷
口
　
正
次
氏

自然資本の減耗を抑制

環
境
関
連
分
野

　

世
紀
に
な
り
、
地
下
資

源
、
生
物
資
源
な
ど
地
球
の

自
然
資
本
の
減
耗
は
急
速
に

進
み
、
そ
の
限
界
が
み
え
て

き
た
。
今
年
の
環
境
関
連
分

野
の
評
価
基
準
は
、
こ
の
自

然
資
本
と
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
減
耗
を
ど
れ
ほ
ど
抑
制

す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
重
点
に
審
査
し
た
。

　
当
初
、
環
境
関
連
と
し
て

も
分
類
さ
れ
た
東
芝
テ
ッ
ク

の
「
消
せ
る
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
ｓ
ト

ナ
ー
と
低
温
定
着
器
ユ
ニ
ッ

ト
」
は
、
最
終
的
に
電
気
・

電
子
分
野
で
審
議
さ
れ
、

「

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
本
件
が
電
気

・
電
子
分
野
の
対
象
と
し
て

も
極
め
て
優
れ
て
い
た
た
め

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
環
境
分
野

と
し
て
大
賞
を
受
賞
し
て
も

お
か
し
く
な
い
部
品
で
あ
っ

た
。
理
由
は
コ
ピ
ー
用
紙
の

大
幅
節
減
に
よ
る
紙
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
最
上
流
に

お
け
る
自
然
資
本
減
耗
抑
制

効
果
で
あ
る
。

　
「

周
年
記
念
賞
」
に
選

ば
れ
た
エ
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
「
シ
ェ
ル
タ
ー
バ
ッ

グ
」
は
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
汚
染
土
壌
浄
化
と
い
う
喫

緊
の
課
題
に
効
果
的
に
対
応

す
る
部
品
で
、
特
に
メ
タ
ン

ガ
ス
爆
発
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
大
気
中
へ
の
飛
散
防
止

効
果
を
評
価
し
た
い
。
劣
化

し
た
日
本
の
国
土
と
い
う
自

然
資
本
を
復
元
す
る
意
味
で

価
値
が
あ
る
。

　
「
環
境
関
連
部
品
賞
」
は

５
件
。
大
阪
ガ
ス
な
ど
の

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
用
７
％
ニ

ッ
ケ
ル
―
Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｐ
鋼
板
」

は
、
採
掘
す
る
と
き
に
環
境

破
壊
が
大
き
い
ニ
ッ
ケ
ル
の

消
費
量
を
減
ら
す
価
値
が
多

大
で
あ
る
こ
と
か
ら
選
ん

だ
。
太
平
洋
工
業
の
「
超
軽

量
・
発
泡
成
形
エ
ン
ジ
ン
カ

バ
ー
」
は
、
自
動
車
の
永
遠

の
課
題
で
あ
る
軽
量
化
に
よ

る
車
体
移
動
に
要
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
低
減
効

果
へ
の
評
価
で

あ
る
。
河
西
工

業
の
「
遮
熱
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ニ
ン

グ
」
は
、
車
内

の
エ
ア
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

の
効
率
化
に
よ

る
大
き
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果

に
対
す
る
評
価

で
あ
る
。

　
マ
イ
ウ
ッ
ド

・
ツ
ー
の
「
純

国
産
重
歩
行
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
」

は
、
安
い
輸
入

外
材
に
品
質

的
、
経
済
的
に

対
抗
で
き
る
国

産
材
に
よ
る
も

の
で
、
わ
が
国

林
業
の
活
性

化
、
外
材
の
産
地
の
環
境
保

護
の
双
方
で
好
ま
し
い
。
サ

ト
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

「
燃
焼
時
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減
す
る
ラ
ベ
ル

エ

コ
ナ
ノ

」
の
審
査
を
通
じ

て
、
世
界
で
使
用
さ
れ
る
ラ

ベ
ル
の
種
類
・
数
量
は
膨
大

な
も
の
と
推
測
で
き
る
。
同

部
品
は
ラ
ベ
ル
燃
焼
時
に
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
で
き
る
こ
と
が

大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

部品大賞

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
所
長
赤
池
　
学
氏

健
康
・
医
療
機
器
分
野

深掘りすべき領域

　
今
、
話
題
の

ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
特
区

で
も
喧
伝
さ
れ

け
ん
で
ん

て
い
る
よ
う
に
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
領
域
の
技
術
開
発

は
、
日
本
が
深
掘
り
す
べ
き

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

周
年
を
迎
え
た

モ
ノ
づ

く
り
部
品
大
賞
で
も
、
健
康

・
医
療
機
器
分
野
に
は
数
多

く
の
素
晴
ら
し
い
技
術
が
集

ま
っ
た
。

　
「
も
の
づ
く
り
生
命
文
明

機
構
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し

た
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
の
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影
装
置
Ｃ
Ｔ
向

け
「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
　
３
Ｄ
」
は

診
断
に
支
障
を
き
た
す
画
像

の
ノ
イ
ズ
成
分
を
抽
出
す
る

モ
デ
ル
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を

開
発
し
、
Ｘ
線
の
被
ば
く
線

量
を
、
な
ん
と
最
大

％
削

減
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
イ

ン
パ
ク
ト
も
巨
大
で
、
「
さ

す
が
東
芝
」
と
た
た
え
た
く

な
る
王
者
の
技
術
で
あ
る
。

　
ネ
ツ
シ
ン
が
開
発
し
た

「
極
最
小
型
白
金
抵
抗
素
子

Ｎ
Ｅ
Ｓ
―
Ｏ
Ｖ

は
温

度
セ
ン
サ
ー
を
直
接
液
体
に

浸
漬
で
き
る
工
夫
を
重
ね
、

微
小
な
液
体
を
も
測
温
の
対

象
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
や
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞

万
能
細
胞

の
培
養

研
究
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な

く
、
バ
イ
オ
以
外
の
微
小
な

測
定
対
象
を
扱
う
分
野
に
も

広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
同
様
に
、
島
津
製
作
所
の

「
小
動
物
血
漿
・
血
球
分
離

用
遠
心
デ
ィ
ス
ク

Ｃ
Ｄ
―

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

」
は
、
導
入
し

た
放
射
性
元
素
の
挙
動
を
高

感
度
に
測
定
し
て
高
分
解
能

画
像
を
提
供
で
き
る
画
期
的

な
診
断
機
器
で
、
が
ん
や
さ

ま
ざ
ま
な
疾
病
の
早
期
発
見

に
有
用
な
だ
け
で
な
く
、
生

体
の
分
子
、
細
胞
レ
ベ
ル
の

機
能
解
明
に
幅
広
く
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「

周
年
記
念
賞
」
を
受

賞
し
た
八
光
の
「
胎
児
シ
ャ

ン
ト
」
は
、
胎
児
胸
水
を
排

出
す
る
世
界
初
の
医
療
機
器

で
、
胎
児
の
出
生
率
を
確
実

に
高
め
る
こ
と

か
ら
、
新
興
国

に
も
普
及
し
て

い
く
だ
ろ
う
。

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ

ン
協
議
会
主
催

の
顕
彰
制
度

「
キ
ッ
ズ
デ
ザ

イ
ン
賞
」
の
審

査
委
員
長
の
立

場
か
ら
も
、
胎

児
の
た
め
の
シ

ャ
ン
ト
が
必
要

だ
」
と
決
意
し

た
同
社
に
心
か

ら
の
賛
辞
を
贈

り
た
い
。

　
最
後
に
特
筆

し
た
い
の
は
山

科
精
器
の
「
内

視
鏡
用
洗
浄
吸
引
カ
テ
ー
テ

ル

エ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー

で

あ
る
。
診
断
者
の
操
作
性
の

向
上
と
、
患
者
へ
の
低
侵
襲

検
査
を
実
現
し
た
の
は
、
噴

射
機
構
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ

る
。
し
か
も
同
社
は
工
作
機

械
や
熱
交
換
器
を
手
が
け
て

お
り
、
異
分
野
業
界
か
ら
医

療
機
器
分
野
へ
の
参
画
で
あ

る
。
技
術
と
技
能
を
持
つ
製

造
業
が
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
に
進
出
し
た
模
範
例
と
し

て
、
同
社
も
た
た
え
た
い
。

東
北
大
学
大
学
院
教
授
石
田
　
秀
輝
氏

機能突き詰めた美しさ

生
活
関
連
分
野

　
部
品
は
無
論
の
こ
と
高
度

な
機
能
を
備
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
突

き
詰
め
て
い
け
ば
ぜ
い
肉
は

削
が
れ
、
部
品
自
身
が
美
し

さ
を
放
つ
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
が
ま
た
人
を
引
き
つ
け
る

の
だ
と
思
う
。

　
今
回
、
「
日
本
力

に
っ

ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど

賞
」
に
選

ば
れ
た
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
の

「
バ
イ
オ
マ
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー

Ｂ
ｉ
Ｎ
Ｆ
ｉ
―
ｓ

は
、
そ
の
思
い
を
強
く
さ
せ

て
く
れ
た
。
例
え
ば
Ｂ
ｉ
Ｎ

Ｆ
ｉ
―
ｓ
の
一
つ
、
セ
ル
ロ

ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
全

て
の
植
物
の
基
本
骨
格
物
質

で
あ
り
、
地
球
上
に
は
１
兆

を
超
え
る
蓄
積
が
あ
り
、

鉄
の

倍
の
強
度
を
有
し
、

重
さ
は
５
分
の
１
。
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
素
材
が
あ
り
な

が
ら
な
ぜ
使
え
な
か
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
使
い
こ
な
す
技

術
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
Ｂ
ｉ
Ｎ
Ｆ
ｉ
―
ｓ
は
有
機

溶
媒
を
使
わ
ず
、
超
高
圧
の

ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
で
超

極
細
繊
維
を
つ
く
り
、
懸
濁

液
か
ら
フ
ィ
ル
ム
、
ペ
ー
ス

ト
状
な
ど
の
形
状
へ
の
加
工

が
容
易
で
、
そ
の
用
途
を
一

気
に
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
を

有
す
る
。
地
球
環
境
や
技

術
、
将
来
へ
の
夢
な
ど
、
ど

の
視
点
か
ら
見
て
も
そ
の
美

し
さ
を
放
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　
「
生
活
関
連
部
品
賞
」
に

選
ば
れ
た
フ
ジ
デ
ノ
ロ
の

「
人
工
炭
酸
泉
生
成
装
置

デ
ノ
ロ
・
ビ
ー
ダ

」
、

サ
ン
エ
ツ
金
属
の
「
耐
脱
亜

鉛
黄
銅
棒
Ｚ
０
０
」
、
富
士

電
機
の
「
パ
ル
ス
駆
動
型
電

子
膨
張
弁
」
、
池
山
メ
デ
ィ

カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
「
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
人
工
乳
房
」
は
ど

れ
も
力
任
せ
で
は
な
く
、
本

質
的
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
成
果
で
あ
り
、
「
な
る

ほ
ど
」
と
思
わ
ず
膝
を
打
ち

た
く
な
る
よ
う
な
匠
の
心
と

技
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
「
奨
励
賞
」

に
選
ば
れ
た
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
の

「
不
織
布
　
難

燃
ミ
ラ
イ
フ
、

文
化
シ
ヤ
ッ
タ

ー
の
「
簡
易
型

止
水
シ
ー
ト
　

止
め
ピ
タ
」
も

同
様
で
あ
る
。

　
今
回
、
選
出

さ
れ
た
部
品
に

共
通
す
る
も
の

は
、
原
理
原
則

に
基
づ
き
、
簡

に
し
て
明
で
、

従
来
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い

独
自
の
視
点

物
差
し

を

持
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま

さ
に
、
日
本
の

匠
の
原
点
と
も

言
え
る
。
地
球
環
境
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
、
同
時
に
人

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
商
材

に
求
め
ら
れ
る
部
品
と
し
て

の
要
求
を
満
足
す
る
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
と
、
こ
の
よ

う
な
も
の
が
出
来
上
が
る
の

だ
ろ
う
。
審
査
委
員
で
あ
り

な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
頂
い
た
「
部

品
」
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い

と
思
う
。

オ
フ
ィ
ス
の
効
率
改
善
に

　
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ
る

「

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
」

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　
当
社
が
「
消
せ
る
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ

ｓ
ト
ナ
ー
と
低
温
定
着
器
ユ
ニ

ッ
ト
」
を
開
発
す
る
に
あ
た
り

着
目
し
た
こ
と
は
オ
フ
ィ
ス
に

お
け
る
紙
の
有
効
活
用
で
す
。

紙
は
軽
く
読
み
や
す
い
た
め
情

報
の
媒
体
と
し
て
は
非
常
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、
大
量
に
印
刷

さ
れ
た
紙
は
オ
フ
ィ
ス
で
滞
留

し
情
報
の
共
有
や
活
用
を
妨
げ

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
紙
の
節
約
は
紙
の
製
造
や

廃
棄
ま
で
の
工
程
で
消
費
す
る

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
開
発
し

ま
し
た
「
消
せ
る
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
ｓ

ト
ナ
ー
と
低
温
定
着
器
」
を
複

合
機
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ

と
で
、
オ
フ
ィ
ス
の
業
務
効
率

を
改
善
し
な
が
ら
紙
を
再
利
用

し
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
こ

と
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
上
で
お

客
さ
ま
の
課
題
解
決
は
当
社
に

と
っ
て
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
、
環
境
負
荷
の

低
減
や
お
客
さ
ま
の
効

率
改
善
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
未
来
の
実

現
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

消せるＬｏｏｐｓトナーと低温定着器ユニット
東
芝
テ
ッ
ク

印
字
消
し
紙
を
有
効
活
用

喜びの声東芝テック社長鈴木　護氏

　
「
消
せ
る
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
ｓ
ト
ナ

ー
と
低
温
定
着
器
ユ
ニ
ッ
ト
」

は
、
印
字
の
消
色
と
用
紙
が
再

利
用
可
能
か
ど
う
か
の
分
別

と
、
書
類
デ
ー
タ
を
消
去
す
る

前
の
電
子
化
保
存
を
同
時
に
行

う
世
界
初
の
複
合
機
シ
ス
テ

ム
。
紙
の
使
用
量
と
紙
を
製
造

す
る
際
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
、
水
の
使
用
量
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
エ
コ
・
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
用
紙
の
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
や
水
資
源
の
使
用
量
に
も

着
目
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト

Ｌ
Ｃ
Ａ

を
事

前
に
算
出
し
て
開
発
し
た
。
印

字
を
消
色
し
た
用
紙
を
５
回
再

利
用
す
る
こ
と
で
用
紙
の
購
入

費
や
廃
棄
費
を
約

％
削
減
で

き
る
経
済
性
を
持
つ
。
瞬
時
に

印
字
を
消
す
ト
ナ
ー
の
開
発

は
、
消
色
・
発
色
が
で
き
る
特

殊
な
色
材
「
ロ
イ
コ
染
料
」
を

活
用
。
ロ
イ
コ
染
料
は

度
Ｃ

の
摩
擦
熱
で
文
字
が
消
せ
る
ボ

ー
ル
ペ
ン
「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ボ

ー
ル
」
を
発
売
済
み
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ

ン
ク
を
生
産
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

イ
ン
キ
と
共
同
開
発
し
た
。

　
消
色
す
る
温
度
を
よ
り
高
温

に
す
る
た
め
、
直
径

マ
イ
ク
ロ

は
１
０
０
万
分
の

１

の
マ
イ
ク
ロ
カ

プ
セ
ル
色
材
の
開
発

と
、
ト
ナ
ー
の
色
を

消
さ
ず
に
用
紙
に
定

着
で
き
る
よ
う
、
ト

ナ
ー
で
は
低
温
で
も

定
着
可
能
な
樹
脂
や

構
造
の
開
発
に
苦
心

し
た
。
定
着
ユ
ニ
ッ

ト
は
温
度
の
低
い
熱

を
長
時
間
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
構
造
を
新
た
に
開
発
、
熱
を

繰
り
返
し
か
け
て
も
用
紙
が
い

た
ま
な
い
よ
う
に
す
る
定
着
機

の
開
発
に
も
工
夫
を
凝
ら
し

た
。
消
色
速
度
は
１
分
間
に

枚
、
コ
ピ
ー
速
度
も
同

枚
を

実
現
す
る
。
消
色
し
た
用
紙
は

５
回
、
繰
り
返
し
使
え
る
。

　
消
色
分
別
機
を
複
合
機
本
体

と
分
離
さ
せ
た
の
も
特
徴
だ
。

会
議
室
に
消
色
分
別
機
を
設
置

し
て
お
き
、
退
室
時
に
文
書
を

装
置
に
投
入
す
れ
ば
、
個
人
認

証
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
機
能
付
き
な
の

で
デ
ー
タ
は
自
席
に
着
く
こ
ろ

に
は
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
送
信
さ
れ
、
便
利

だ
。
現
在
、
印
字
は
青
色
で
用

紙
が
再
利
用
で
き
る
紙
か
ど
う

か
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
顧
客
の
声
を

聞
き
な
が
ら
黒
色
で
も
印
字
で

き
る
よ
う
技
術
工
夫
な
ど
も
進

め
て
い
く
。

　　 ２０１３年 平成２５年 １１月２０日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


